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	JIS Q9001による要求事項
	左欄の要求事項に対する品質管理体制の基準Bに関する規定内容の概要（関連文書名）
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	4. 品質マネジメントシステム

4.1一般的要求事項  
4.2.2 品質マニュアル

4.2.3文書管理（文書化） 

4.2.4 品質記録の管理（文書化）
5．経営者の責任
5.1 経営者のコミットメント

5.3 品質方針（文書化）

5.4 計画

5.4.1 品質目標（文書化）

5.4.2品質マネジメントシステムの計画
5.5 責任、権限及びコミュニケーション

5.5.1 責任及び権限

5.5.2管理責任者 
5.5.3 内部コミュニケーション

5.6マネジメントレビュー  

　5.6.1 一般（記録）
6. 資源の運用管理

6.1 資源の提供

6.2 人的資源

6.3 インフラストラクチャー

6.4 作業環境
7. 製品実現

7.1 製品実現の計画（d.記録）

7.2 顧客関連のプロセス

7.3 設計・開発

7.4 購買

7.6 監視及び測定機器の管理（記録）
8. 測定、分析及び改善

8.1 一般
8.2 監視及び測定

8.2.1 顧客満足

8.2.2 内部監査（文書化）（記録）
8.2.3 プロセスの監視及び測定
8.2.4製品の監視及び測定（合格判定基準への適合、承認の記録）
8.3 不適合製品の管理（文書化）（記録）
8.4 データの分析
8.5 改善

8.5.1 継続的改善

8.5.2 是正措置（文書化）（記録）

8.5.3 予防措置（文書化）（記録）
	※（省令第一号）審査登録の概要を記載する

登録番号：

登録認証機関：

初回登録日：

直近の審査実施日：

認証の範囲：

※（省令第五号）社内規格の整備及び実施に関連して品質マニュアルを含む品質文書（制定、改訂の状況を含む）及び品質記録の一覧を提示する。

※社内標準化及び品質管理の組織的運営に関する品質方針及び計画について記載する。
※（省令第六号）JISの品質管理責任者を含む責任と権限及び各組織間の連携について記載する。品質簡易責任者の実務経験と専門知識の修得について様式９に記載する。
※品質システム及び社内規格の見直しとその周知方法について記載する。
※社内標準化及び品質管理に関する教育訓練について記載する。又、工程の一部を外部に出している場合に外部関係者に足しする技術的指導につて記載する。
※（省令第二号～第四号）左欄の７項及び８項の要求事項について品質マニュアルの規定内容を簡潔に記載するとともに、対応する技術的生産条件について様式１（製品の管理）、様式２（原材料の管理）、様式３（製造工程の管理）、様式４（製造設備の管理）、様式５（試験・検査設備の管理）、様式６（外注管理）及び様式７（苦情処理）の該当する様式に記載する。なお、7.5.3（識別及びトレーサビリティ）に関連して認証された製品に表示するJISマークの表示の態様について様式８に記載する。

	


